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な資恣繊毎餃

興
譲
館
同
窓
生
の

誇
り
と
共
に

平
成
十
二
年
度
同
窓
会

・
懇
親
会

蜃

口具

相

田

治

孝

（昭
和
四
十

一
年
卒
）

私
は
年

一
回
は
上
京
し
て
、
業
務
の
研
修
を
受
講
す
る

が
、
二
年
前
の
講
師
は
東
京
高
裁
の
判
事
を
退
官
さ
れ
た

法
学
者
で
あ
っ
た
。
そ
の
先
生
は
講
義
の
中
で
三
十
分
以

上
の
時
間
を
さ
い
て

「私
の
法
学
者
と
し
て
の
人
生
の
中

で
忘
れ
ら
れ
な
い
師
に
我
妻
栄
先
生
が
お
ら
れ
る
。
先
生

は
法
制
審
議
会
の
民
法
部
会
長
の
と
き
、
委
員
の
方
々
を

君
づ
け
で
よ
ん
で
お
ら
れ
た
。
先
生
に
何
か
仕
事
を
与
え

て
も
ら
う
こ
と
は
天
に
も
昇
る
程
の
喜
び
で
、
私
も
そ
の

喜
び
に
ひ
た
る
こ
と
が
あ

っ
た
。
君
で
も
よ
ば
れ
た
ひ
と

は
そ
れ
だ
け
で
喜
び
を
感
じ
る
程

の
偉
い
先
生
だ

っ

た
。
」
と
話
さ
れ
た
。
そ
の
時
私
は
後
輩
と
し
て
誇
ら
し

げ
に
感
じ
た
こ
と
を
思
い
出
す
。

さ
て
上
杉
入
部
四
百
年
、
鷹
山
公
生
誕
三
百
五
十
年
と

い
う
記
念
す
べ
き
年
の
同
窓
会
総
会
、
懇
親
会
の
実
行
委

員
を
仰
せ
付
か
り
ま
し
た
。
昭
和
四
十

一
年
、
四
十
五
年
、

五
十
年
、
五
十
六
年
、
六
十

一
年
卒
業
生
と
共
に
実
行
委

員
会
を
中
心
と
し
て
準
備
を
し
て
参
り
ま
し
た
。

「新
世
紀
、
鷹
山
公
に
学
ぶ
、
興
譲
改
革
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
と
し
て
、
新
世
紀

へ
の
対
応
を
検
討
し
て
の
大
懇
親

会
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

誇
り
得
る
諸
先
輩
を
囲
ん
で
、
新
世
紀
更
に
飛
躍
す
る

第

一
歩
と
し
て
の
意
義
深
い
懇
親
会
と
し
て
、
皆
様
に
盛

り
上
げ
て
い
た
だ
き
た
く
、
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま

し
て
ご
あ
い
さ
つ
と
致
し
ま
す
。
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二
十

一
世
紀

同
窓
生
と
母
校
が
さ
ら
に

二
十

一
世
紀
を
迎
え
、
政
治
の

世
界
に
も
新
風
が
吹
い
て
お
り
ま

す
が
、
皆
様
に
は
益
々
ご
壮
健
で

ご
活
躍
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

今
年
は
、
上
杉
鷹
山
生
誕
二
百

五
十
年
、
上
杉
氏
米
沢
入
部
四
百

年
と
い
う
記
念
す
べ
き
年
で
あ
り
、

博
物
館
、
能
舞
台
設
置
の
ホ
ー
ル

建
設
な
ど
、
米
沢
に
も
新
し
い
文

化
の
香
り
が
感
じ
ら
れ
る
こ
の
頃

で
す
。

母
校
で
も
、
皆
様
の
絶
大
な
ご

協
力
に
よ
り
、
昨
年
九
月
に
み
ご

と
な
講
堂
が
完
成
し
ま
し
た
。
そ

の
こ
け
ら
落
し
に
は
、
滝
沢
美
恵

子
先
生
を
中
心
と
し
た
Ｏ
Ｂ

。
○

Ｇ
の
方
々
に
よ
る
す
ば
ら
し
い
音

楽
会
を
催
し
、
ま
さ
に
興
譲
館
に

ふ
さ
わ
し
い
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
多

大
な
感
銘
を
与
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

そ
の
後
も
、
新
講
堂
は
在
学
生

諸
君
に
様
々
な
面
で
大
い
に
活
用

同
窓
会
長

し
て
い
た
だ
き
、
苦
労
は
あ

っ
た

も
の
の
、
本
当
に
建
て
て
よ
か

っ

た
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
ご
存
知
の
と
お
り
多

額
の
借
金
が
残

っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
返
済
に
向
け
て
、
実
行
委
員

会
は

一
応
解
散
し
た
も
の
の
、
事

務
局
と
新
し
い
資
金
部
を
再
編
し

て
、
現
在
鋭
意
取
り
組
ん
で
お
り

ま
す
。
年
次
目
標
未
達
成
の
学
年

は
、
ぜ
ひ
募
金
活
動
に
ご
協
力
い

た
だ
く
よ
う
、
重
ね
て
お
願
い
し

ま
す
。

ま
た
、
今
年
は
五
年
に

一
度
の

会
員
名
簿
改
訂
の
年
に
な

っ
て
お

り
、
そ
の
発
刊
に
向
け
て
現
在
準

備
中
で
す
。
お
問
い
合
せ
そ
の
他
、

若
干
の
手
違
い
が
あ

っ
た
り
し
て

ご

迷
惑

を
お
か
け
し
た

こ
と
も

あ

っ
た
よ
う
で
す
が
、
意
の
あ
る

と
こ
ろ
を
お
汲
み
取
り
い
た
だ
き
、

名
簿
の
編
集
、
ご
購
入
に
つ
い
て

も
よ
ろ
し
く
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

さ
て
、
九
月
十
九
日
恒
例
の
総

会
、
大
懇
親
会
に
つ
い
て
も
、
当

番
学
年
の
諸
君
が
が
ん
ば

っ
て
準

備
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の

お
力
添
え
を
賜

っ
て
成
功
さ
せ
た

い
も
の
で
す
。

各

支
部

も
、
役
員

の
改

選

が

あ

っ
た
り
し
て
、
更
に
充
実
し
た

活
動
が
な
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
各

学
年
の
活
動
と
合
せ
て
今
後
益
々

発
展
さ
れ
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
お

祈
り
申
し
あ
げ
ま
す
。

力
強
い
相
互
関
係
を

り||

里予

米
沢
興
譲
館
同
窓
会

平
成
十

三
年
度
総
会

・
大
懇
親
会
ご
案
内

日
　
時
　
平
成
十
三
年
　
九
月
十
九
日

（水
曜
日
）

〈
ム
　
場
　
グ
ラ
ン
ド
ホ
ク
ヨ
ウ

（市
内
金
池
二
丁
目
）

日
　
程
　
①
総
　
△
本
　
午
後
四
時
三
十
分

②
懇
親
会
　
午
後
六
時
か
ら

平
成
十
三
年
度
米
沢
興
譲
館
同
窓
会
会
長
　
川
　
野
　
　
　
希

平
成
十
二
年
度
同
窓
会
・
懇
親
会
実
行
委
員
長
　
相
　
田
　
治
　
孝

（昭
四
十

一
年
卒
）

米
沢
興
譲
館
高
等
学
校

記
念
式
典

・
記
念
講
演
ご
案
内

日
　
時
　
平
成
十
三
年
　
九
月
十
九
日

（水
曜
日
）

日 会

場
　
米
沢
興
譲
館
高
校
　
記
念
講
堂

程
　
①
記
念
式
典
　
午
前
九
時
か
ら

②
記
念
講
演
　
午
前
十
時
四
十
分
か
ら

講

師
　
椿
　
　
一写

一
郎

氏

（名
古
屋
大
学
大
学
院
教
授
）

（昭
四
十

一
年
卒
）
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〓

四
」
対

「五
」
対

〓

」

学
校
長

巻

◎    ◎
主 主   趣

こ
の
数
字
は
、
七
月
十
日
、
十

一
日
に
行
わ
れ
た
ク
ラ
ス
マ
ッ
チ

の
成
績
を
学
年
比
で
表
し
た
も
の

で
す
。
即
ち
、
バ
レ
ー

（男
女
）
、

サ

ッ
カ
ー

（男
女
）
、
長
縄
飛
び

（学
級
対
抗
）
の
五
種
目
で
各
学

年
が
ど
の
程
度
ベ
ス
ト
四
に
入

っ

た
か
、
そ
の
数
を
順
に
示
し
て
お

り
ま
す
。

予
想
し
た
こ
と
と
は
い
え
、
上

級
生
が
圧
倒
的
な
強
さ
を
発
揮
し

た
こ
と
に
ひ
と
ま
ず
安
堵
す
る
と

と
も
に
、
体
力
的
な
面
だ
け
で
は

な
く
、
学
力
、
精
神
力
、
物
事
を

処
理
す
る
力
が
着
実
に
向
上
し
て

い
る
様
子
を
ま
ざ
ま
ざ
と
見
せ
つ

け
ら
れ
た
思
い
で
す
。
そ
れ
だ
け

に
高
校
生
活
の
意
義
の
大
き
さ
を

改
め
て
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

何
よ
り
、
恵
ま
れ
た
施
設

。
設

備
を
フ
ル
に
活
用
し
、
勉
学
や
部

活
動
に
精

一
杯
躍
動
し
て
ほ
し
い

と
願

っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
時
期
、

三
年
生
は
本
格
的
な
受
験
勉
強
に

入
り
ま
す
。
国
公
立
大
学
を
中
心

と
し
て
、
進
学
実
績
の
飛
躍
を
期

し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、　
一
二

一

年
生
に
あ

っ
て
は
多
く
が
合
宿
を

経
験
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

七
月
二
十

二
日
に
は
、
上
杉
ス

タ
ジ
ア
ム
で
行
わ
れ
る
野
球
大
会

二
回
戦
に
全
校
応
援
態
勢
で
臨
む

予
定
で
お
り
ま
す
。
今
シ
ー
ズ
ン

は
春
の
大
会
で
八
年
ぶ
り
に
ベ
ス

ト

四
に
入
り
、
夏

の
大
会

で
は

シ
ー
ド
校
と
し
て
、
山
形
南
、
東

根
工
の
勝
者
と
初
戦
で
戦
う
こ
と

に
な

っ
て
お
り
ま
す
。
鷹
山
公
生

誕
二
五
〇
年
の
記
念
の
年
に
、
花

を
添
え
ら
れ
れ
ば
と
期
待
し
て
お

り
ま
す
。

「服
装
の
指
導
」
や

「あ
い
さ

つ
運
動
」
な
ど
、
心
の
教
育
の
重

要
性
が
全
国
的
な
課
題
と
な

っ
て

い
る
今
、
本
校
と
て
例
外
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
や
る
べ
き
課
題
は
尽

き
ま
せ
ん
。

「
二
十

一
世
紀
を
担
う
有
為
な

人
材
を
育
成
す
る
」
と
い
う
目
標

を
高
ら
か
に
揚
げ
て
歩
み
た
い
と

存
じ
ま
す
。

同
窓
会
の
皆
様
方
に
は
、
今
後

と
も
力
強
い
ご
支
援
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
近

況
を
ご
報
告
し
て
あ
い
さ

つ
と
い

た
し
ま
す
。

（平
成
十
三
年
七
月
十
二
日
）

』
歳
」襄

一ず

，
な
卜
電』郵

一り
一曖屁一狡

」日
　
秋
の
自
布
街
道
を
か
つ
て
汗
し
て
走

っ
た
思
い
出
に
浸
り
な

が
ら
浩
然
の
気
を
養
い
、
旧
交
を
温
め
同
窓
の
意
識
を
高
め

あ
う
。

催
　
米
沢
興
譲
館
高
等
学
校
　
同
窓
会

・
体
育
文
化
後
援
会

管
　
体
育
文
化
後
援
会

―
要
　
項
―

期
　
日
　
平
成
１３
年
９
月
１５
日
（土
）

開
会
行
事
　
９
時
３０
分
か
ら
９
時
４０
分

興
譲
館
跡

・
現
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

ス
タ
ー
ト
　
９
時
５０
分
か
ら
１０
時
４０
分

（各
自

・
各
チ
ー
ム
時
間
差
）

ゴ

ー

ル

　

（高
橋
）
１２
時
か
ら
１２
時
３０
分

閉
会
行
事

　

（兼

懇
親
会
）
　

白
布
温
泉
西
屋
　
１４
時
か
ら

コ
ー
ス
　
ス
タ
ー
ト
興
譲
館
跡

（現
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
）
↓

ゴ
ー
ル

・
高
橋
　
１６
ｋｍ

高
橋

の
ゴ
ー
ル
時
刻
を

「１２
時
～
１２
時
３０
分
」
と
し
、
こ
れ
に
あ
わ
せ
ス

タ
ー
ト
は
、
個
人

・
チ
ー
ム
の
走
力
に
よ
り
、
９
時
５０
分
～
１０
時
４０
分
の
時
間

差
ス
タ
ー
ト
と
す
る
。

ち
な
み
に
速
さ
を
２
ｋｍ
を
１２
分

（ゆ

っ
く
リ
ジ
ョ
ギ
ン
グ
）
～
１６
分

（歩
く

よ
り
や
や
早
足
）

・
申
　
込

〒
九
九
一ｒ
Ｏ
Ｏ
四
七
　
米
沢
市
徳
町
三
二
九
―
上

八
　
土
澤
　
幸
雄

宛

Ｔ
Ｅ
Ｌ

Ｏ
二
三
八
三

二
三
ハ
九
二
四

期
限
　
平
成
１３
年
８
月
３‐
日

・
参
加
料
　
無
し
。
但
し
、
直
会
参
加
は
１
人

一
、
○
○
○
円
。

・
そ
の
他
　
全
員

（走
者

・
運
転
等
）
に
参
加
記
念
品
あ
り
ま
す
。

・       3 2  1  ・
ス   ・  走
夕   42個 る
l  人 S人 方
卜   以 3で 法
と   上 人 全
ゴ   の の コ
|  チ チ |

ル   ||ス
ム ム
で で

例  駅
え  鯵
ば  式

ゴ み 1点 一
1運 台 等 人
,レ 転 か は で
へ と 2そ 走
つ 走 台 の る
な 者 の チ 距

兵ヾ尋去撃
代 チ で 回
し 1自 数
な ム 由

｀

が を
°
中

ら 組  継
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扮 建 設 の 概 要 勒

・延面積     1,6 1 1lli ・ 1,ooO席 の固定客席
講堂・ステージ 930ni ・体育館と渡り廊下で連絡
同窓会室     48111 ・建設費 約 3億 5千万円
史料展示室    87�  ・上 期 平成 12年春に着工
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項  目 予算額 収入済額 増減 (△ ) 備   考

繰 越 金 541,70[ 541,703

入 会 金 1,568,00( 1,568,000 0 7,000円 ×224名

年 会 費 2,250,00( 1、 687,000 どゝ563、 000

過年度会費 500,00〔 225.000 ∠ゝ275.000 過年度会費未納分

雑 収 入 預金利子

計 4,860,000 4,022,489 △837,511

平成11年度 同窓会決算
(平成 11年 9月 1日 から平成 12年 8月 31日 ま

(単位 :円) 支 出

圭
日
ｏ

収 入 (単位 :円 )

決算額

収入済額 4,022,489円 一支出済額 3,385,522円

=残額 636,967円

(次年度繰 り越し)

参   考 年 会 費 預 か り 状 況 (単位 :千円)

年 度 13 14 計

金 額 469 235 46 7 4 1135

◎高畠支部                        支 部 長 遠藤忠志
支 部 長 登坂捷一                        〒9920213 東置賜郡川西町尾長島1211

〒9920351 東置賜郡高畠田]高 畠215223         80238(42)4121
容0238(52)0017                        副支音Бf尋  鈴オ( 号ム

副支部長 梅津伊兵衛 。星 寛治             監  事 船山昭司・嶋津憲英
幹 事 長 鈴木征治                   幹 事 長 猪狩文昭
事務局長 連絡先 金田成康 高畠町役場内        事務局長 島貫啓一 。後藤哲雄 。大友勝治
80238(52)1111             ◎長井西置賜支部

◎赤湯支部                        支 部 長 松下鉛三郎
支 部 長 須藤清次 〒9992211 南陽市赤湯3005     副支部長 井上俊雄・芳賀康雄

雪0238(43)6111                         監   事  安部義彦
副支部長 伊藤幸太・吉田堅治             ◎小国支部

事務局長 連絡先 高橋順一               支 部 長 高井朋次
〒9992231 南陽市二色根761              〒9921203 西置賜郡小国町市野 3々89

◎宮内支部                             80238(65)2006
連 絡 先 〒9920172 南陽市宮内301010        副支部長 阿部 i三・木村信夫

吉田文雄 80238(47)2706         幹 事 長 渡部君夫
支 部 長 佐藤 稔                  ◇興譲館同窓会校内役員

副支部長 川合悌次郎・星 清一             理  事 近野邦雄・武田雌一 。佐藤広明
幹 事 長 吉田文雄                        加地信彦・堀江昭浩

監  事 高橋正夫                   幹  事 石黒宏治・菊地敏昭・佐藤美枝子
◎川西支部

連 絡 先 〒9920121 東置賜郡川西町上小松
川西町役場 猪狩文昭 80238(42)2111

項  目 予算額 支出済額 残  高 備   考

(運営費 ) (1,420,000) (1,233,416) (186,584)

会 議 費 120,000 108,265 11 会議費補助

通信連絡費 100,000 38,240 61,760 通信費

需 用 費 200.000 86.911 113,089 事務経費・他

人 件 費 1,000,000 1,000,000 0 人件費等

(事業費 ) (2,610,000) (1,950,106) (659,894)

一般事業費 2,000,000 1,389,906 610,094
レ
小
〈
本

〈
バ
．ヽだ

総
祝
部
お
料

支

・
送

各
費
報

卒業記念費 250,00〔 235,200 14,80〔 認め印

表 彰 費 10,00〔 10,000 記念品代 (1名 )

会 報 費 350,000 315,000 35,000 第29号 10,000部

(予備 費 ) (830,000) (202.000) (628,000)

予 備 費 830.000 202.000 628,000 過納会費引き当て金

計 4,860,00〔 3,385,522 1,474,478
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項  目 本年度予算額前年度予算額比較増減(▲ ) 備 考

繰 越 金 636,967 511,703 95.264 前年度繰越金

入 会 金 1.687,000 1,568,00( 119,000 241名 ×7,000円

年 会 費 2 300 000 2.250.00〔 50,000

昭27年～平 3年 まで
50,000円 ×40学年
昭26年～昭 16年 まで
30、 000円 X10学年

過年度会費 500,000 500,000 過年度会費未納金

雑 収 入 △ 預金利子

計 5,124,00〔 1,860,000 264,00〔

平成12年度
(平成 12年 9月

同窓会予算訳
］

1日 から平成 13年 8月 31

円) 支 出

案

入収 (単位 :

項  目 本年度予算額前年度予算額比較増減(△ ) 備 考

(運営費 ) (1,556,000) (1,120,000) (186.000)

会 議 費 120,000 12(),00( 0 会議費補助

通信連絡費 100,000 100,00〔 0 通信費

需 用 費 336,000 200,00〔 136.00〔
慶弔・転退職者
餞別・事務経費

人 件 費 1,000,00〔 1,000,00〔 人件費等

(事業費 ) (2,738,000) (2,610,000) (128,000)

一般事業費 2,108,00〔 2.000.000 108,00(
各支部総会 (お
祝い 。旅費)、
会報送料

卒業記念費 250,000 250 000 記念品代

表 彰 費 30,00( 10,000 20,000 永年勤続者(3名 )

会 報 費 350.000 350,000 0 印刷代

(予備費 ) (830,000) (830.000) ( 0)

予 備 費 830,000 830,000 0 過納会費返済のため

計 5,124,000 4,860,000 264,000

奮 書

“

蓬鶯 く警鐵班 輩

“

欝鑢
=類
鷺簸欝鷲薫鑢軍慧甍 ==奮

1護雛 織‐・ 輩=簸
警菫 鑢耀 壼 縦 菫 霊1篭驚 鸞

==鷲
I輩輩準鮮鐵 1篠織 擦,●驚督1輩書 輩鴛 1警 1舞雖 輩●縦鷲|==菫

“

「
書 需批 1辮

苺澤・藝・||● ●●″ 厨 ― 凝 藤・議 凝 苺 “
‐=“‐苺 議 `‐ ‐

=■
■■       米沢興譲館

◎米沢支部 連絡先 〒9921443 米沢市大字笹野1101
米沢興譲館高等学校 80238(38)4741

(単位 :円 )

支 部 長

副支部長

監  事
幹 事 長

事務局長

◎東京支部

支 部 長

副支部長

幹 事 長

副幹事長

連 絡 先

◎関西支部

支 部 長

副支部長

幹 事 長

事 務 局

高橋忠蔵

相田英一・大友恒則

安達治雄

小関 薫
遠藤岩根

磯貝昌弘

後藤主計・月生田健

吉田仁志

板垣昭次・五雲寺卓・川井陽一

本川 裕 。大浦顕逸
〒1200002 東京都足立区中川4811101
欄ハナマル (吉田仁志 )

T,03(3606)6101(FAX共 )

遠藤昌雄

山本三郎・大石 彰 。川合雄介
大槻正重

連 絡 先 勝見哲朗
〒5370011 大阪市東成区東今里21530
サン美術印刷欄 806(976)0231

同窓会支部役員

◎宮城支部

支 部 長 中條 仁

副支部長 芳賀滋弥・和田美和子
幹  事 林一郎・小林令児・矢尾板範子・香坂昌紀

大武清夫・小関隆久・金子謙一・猪俣良市

御供政敏・森下和夫・高橋芳彦・鈴木利実

連 絡 先 〒9830862 仙台市宮城野区二十人町6
8022(291)5372(中 條 仁 )

◎山形支部

支 部 長 板垣義次
副支部長 堤 孝雄 。後藤 寛
幹  事 二瓶 功・花輪完治
監  事 岩沼 甫・安部 敏
◎県庁教育委員会職員同窓会

会  長 佐々木洋治
副 会 長 山村 勝・高橋 潔
幹 事 長 斎藤忠男
幹事長代理 鈴木敬次
◎置賜地区県職員同窓会

連 絡 先 〒9920012 米沢市金池東南置賜合同庁舎
π10238(24)2311

支 部 長

幹 事 長 大海康一
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鰈 脩 鶉 虔 鬱蝙鰊 躙 饂
心

の
教
育
は
講
堂
か
ら

武
　
田

路
　
一

（母
校
教
諭
）

昨
年
九
月
、
同
窓
会
会
員
の
皆

様
の
絶
大
な
る
ご
支
援
に
よ
り
、

藩
学
創
設
三
〇
〇
年
記
念
講
堂
が

完
成
い
た
し
ま
し
た
。
心
か
ら
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

完
成
後
、
平
成
十

二
年
度
卒
業

式
、
平
成
十
三
年
度
入
学
式
等
が

荘
厳
の
う
ち
挙
行
さ
れ
、
参
列
者

一
同
感
動

・
感
激
の
な
か
で
式
を

挙
行
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

こ
れ
偏
に
、
同
窓
会
会
員
皆
様
の

お
陰
と
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
興
譲
館
は
、
い
つ
の
時

代
も
、
地
域
や
保
護
者
の
期
待
を

一
身
に
担
い
、
そ
の
伝
統
を
維
持

発
展
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
参
り
ま

し
た
が
、
特
に
、
記
念
講
堂
に
は
、

興
譲
館
精
神
を
育
む
殿
堂
と
し
て
、

大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り

ま
す
。

梅
雨
が
明
け
る
と
夏
本
番
で
す
。

夏
の
甲
子
園
予
選
の
開
幕
で
す
。

興
譲
館
高
校
の
部
活
動
不
振
が

言
わ
れ
る
中
に
あ

っ
て
、
今
年
の

野
球
部
は
、
春
の
大
会
で
県
立
高

校
唯

一
の
ベ
ス
ト
４
に
残
り
ま
し

た
。
前
評
判
で
は
、
決
し
て
こ
こ

ま
で
勝
ち
進
む
と
は
予
想
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
「個
人
個
人
の
力
は
、

高
い
と
は
い
え
な
い
。
し
か
し
、

団
結
力
の
勝
利
で
あ
る
」
と
は
、

若
い
吉
田
監
督
の

言
葉
で
す
。
生
徒

に
聞
か
せ
た
い
言

葉
で
す
。

と
か
く
興
譲
館

は
勉
強
ば

っ
か
り

の
イ
メ
ー
ジ
が
あ

り
ま
す
が
、
部
活

動
の
活
躍
が
あ

っ

て
の
興
譲
館
で
あ

り
た
い
も
の
で
す
。

い
ま
、
世
間
で

は
暗
い
事
件
が
多

く
、
若
者
が
批
判

の
槍
玉
に
挙
が

っ

て
い
ま
す
。

興
譲
館
生
と
い
え
ど
も
時

代
の
波
を
受
け
、
流
行
に
流

さ
れ
る
生
徒
も
見
受
け
ら
れ

ま
す
。

先
日
、
あ
る
席
で
、
前
同

窓
会
長
の
松
野
先
生
が
言
わ

れ
た
、
「他
の
高
校
の
生
徒
が

ど
う
あ
ろ
う
と
も
、
興
譲
館

は
、
興
譲
館
で
あ

っ
て
ほ
し

い
。
」
と
の
言
葉
は
、
同
窓
会
会
員

皆
様
の
強
い
願
い
で
あ
る
こ
と
を

肝

に
銘

じ
、
生
徒

の
指
導

に
あ

た

っ
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

塚
褥
鰊
吻
浚
勒

●
会
報

二
十
七
号
に
、
母
校
の
菅
弘
先
生
が

『講
堂

建
設
に
よ
せ
て
』
と
い
う
題
で

「講
堂
は
先
輩
の
歩

ん
だ
道
を
た
ど
る
殿
堂
で
あ
り
、
文
化
活
動
推
進
の

場
で
あ
り
、
今
の
生
徒
に
最
も
必
要
と
思
わ
れ
る
心

の
暗
闇
に
気
づ
か
せ
る
静
寂
と
瞑
想
の
場
で
あ
り
た

い
。　
・
・
。
私

の
精
神
の
原
点
は
、
興
譲
館
の
講
堂

に
あ
る
、
と
い
わ
し
め
る
よ
う
な
教
育
活
動
の
場
で

あ
り
た
い
と
願

っ
て
い
る
」
と
書
か
れ
て
い
る
。

表
紙
の
写
真
は
、
そ
の
講
堂
が
完
成
し
、
在
校
生

全
員
と
卒
業
生
が
集

っ
た
記
念
講
堂
竣
工
式

の
模
様

で
あ
る
。
当
日
は
、
か
つ
て
母
校
で
音
楽
を
担
当
な

さ
れ
た
滝
沢
美
恵
子
先
生
と
先
生
の
門
下
生
に
よ
る

男
性
合
唱
、
さ
ら
に
加
え
て
、
在
校
生
の
音
楽
部
と

合
唱
に
心
を
寄
せ
る
Ｏ
Ｇ
合
唱
団
が
、
見
事
な
ハ
ー

モ
ニ
ー
を
披
露
さ
れ
た
こ
と
も
特
筆
す

べ
き
事
か
。

菅
先
生
も
期
待
さ
れ
た
よ
う
に
講
堂
は
、
大
き
な
役

割
を
果
た
し
て
い
る
と
聞
く
。
そ
れ
に
し
て
も
、
会

長
挨
拶
に
も
あ
る
よ
う
に
、
借
金
が
残

っ
て
い
る
の

も
事
実
。
募
金
目
標
額
未
達
成
の
学
年
の
皆
様
の
、

も
う

一
歩
の
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

●
今
年
は
同
窓
会
会
員
名
簿
発
行
の
年
で
す
。
今
回

あ
ら
か
じ
め
注
文
制
と
し
た
の
で
す
が
、
申
込
状
況

が
ま
だ
発
行
部
数
の
三
分
の

一
で
す
。
購
入
を
希
望

な
さ
る
方
は
事
務
局
ま
で
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

●
皆
さ
ん
の
学
年
は
、
同
窓
会
年
会
費
を
納
人
済
み

で
す
か
。
平
成
十

一
年
度
の
決
算
書
を
み
る
と
、
年

会
費
の
納
入
状
況
が
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。
同
窓
会

の

活
動
を
支
え
る
の
は
、
我
々
の
会
費
で
あ
る
こ
と
を

ご
理
解
下
さ
い
ま
し
て
ご
協
力
の
ほ
ど
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
　
　

　

　

　
　

　

　

　

（文
責
　
〓遷
藤
）
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